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改善・取組

みの背景と

課題 

 近年、労働者の精神的健康状態の悪化が大きな問題となっており、予防医学の観点

より、精神疾患を発症させないことと同時に、重症化させる前に早期発見することが重

要となっている。現在の IT 社会において、パーソナルコンピューター（以下、PC）を日常的

に用いて作業をする職場は多く、日常的な PC 操作を通して心身の健康をモニタリング

することが出来れば、非侵襲的であり、負担が少ない。 

 そこで、日常的な PC の操作の変化と労働者の精神的健康の関連を検出するための

心温計を用いた職場での抑うつ状態の早期発見・早期対応の取り組みを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 
改善・取組

みの着眼点 

 抑うつ状態では、集中力の低下や意欲の低下が認められる事が知られていて１）、抑う

つ状態の早期発見には、早期の段階でも精神的健康が損なわれると作業効率が低下

し、ミスが増えることが認知機能検査を用いた先行研究によって指摘されている２）。そこ

で、2010 年 4 月 1 日から 2011 年 3 月 31 日までの期間、某民間企業の職員 52 名

の方に、各自の PC の日常的な操作に関するデータを自動的に取得するプログラム、心

温計（図 1、綜警情報システム株式会社 特許第 5171780 号）を用いて、操作データ

から、キータッチ数、クリック数、マウス操作距離、PC の稼働時間を取得した。あわせて、

抑うつ状態のスクリーニングに用いられる SDS（Self-rating Depression Scale）を用い、

毎週金曜日の PC 起動時に PC 画面上でセルフチェックを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
改善・取組

みの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

   図 1 PC 操作データの自動取得システム概念図(心温計) 

 

 

 

 

 

 



写真・図表・ 

イラスト 

 

効  果 

 SDS 得点によって分類した正常時と抑うつ傾向時をグループ化変数とし、パソコンの操

作データを独立変数として判別分析を実施した。その結果、PC を 10 秒以上操作しな

い状態が生じる頻度を中心とした独立変数を用いることで、SDS 得点によって分割した

グループのうち、58.4%を正しく判別することができた。さらに、個人差を考慮したアルゴリズ

ムで計算し直すと、73.0%を正しく判別出来、その精度が向上した。今回の取り組みか

ら、日常業務での労働者の PC 操作データを心温計により取得することにより、その労働

者の心身の健康度をある程度予測でき、早期対応につながることが期待された。 

この GPS の

経験から学

ぶことができ

るポイント 

・パソコン操作のログをどのように分析して行くかが、一番工夫検討した点である。日頃の

PC 操作ミスの傾向やうつ病における認知機能低下の特徴から仮説モデルを立てた。 

・心温計を使用する職員側が一番心配するのは、自分のプライバシーとしてのパソコンの

中身や利用状況が会社に知られてしまうのではないかという点である。しかしながら、本

方法ではファイルや閲覧内容などのプライバシーは侵害されず、あくまでキータッチ速度な

どの内容のみになるので、受け入れやすい点が導入のポイントである。 
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